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１．地域年金展開事業の概要（1/2）
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地域年金展開事業の主な取組

公的年金制度の普及・啓発や国民年金保険料収納の向上等のため、関係機関と連携協力のもと『年金制度説
明会』や『年金セミナー』、『出張年金相談』等を実施します。

日本年金機構が取り組む公的年金制度の普及・啓発活動について、都道府県ごとに関係者や有識者からなる
『地域年金事業運営調整会議』を開催し、事業推進の意見や助言を伺います。

１．地域年金展開事業の概要（2/2）

• 公的年金制度の普及・啓発等についての検討や、年金事務所が行う事業への意
見・助言を行うため、学識経験者や関係機関等を委員として都道府県単位で設置。

地域年金事業
運営調整会議

• 年金委員を対象とした研修会の開催や、各種冊子・チラシ等、活動に役立つ情報
を提供。

年金委員
活動支援事業

地域連携事業

• 職員が自治体や民間企業、関係団体等に出向き、事務担当者や従業員向けの年
金制度説明会を実施。

• 市区役所・町村役場の広報誌や行事等を通じ年金制度や日本年金機構が行う事
業の周知、ポスター・チラシの掲示や設置、配付の依頼等。

年金セミナー事業
• 職員が大学や専門学校、高校等に出向き、学生・生徒向けの年金セミナーを実施。
• 大学での年金相談や、学生納付特例制度の申請窓口を開設。ポスター・パンフ
レットの掲示や設置、配付の依頼等。

地域相談事業
• 年金事務所から遠方の地域住民や利便性などのニーズに応えるため、市区役所・
町村役場や大規模商業施設、イベント会場等で、出張年金相談や免除申請窓口を
開設。

《本来の取組内容》

令和7年2月
富山年金事務所
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２．令和６年度 事業計画
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【各事業への取組内容と具体的な活動】

令和7年2月
富山年金事務所

事業名 取組み内容 具体的な活動

地域連携事業

• 市町村、自治会、事業所、関係機関、関係団体に年

金制度に関するチラシ、リーフレットの配布、掲示

板へのポスターの掲示等を依頼する。

• 地域型、職域型それぞれの年金委員の協力を得て年

金制度に関するチラシ、リーフレットの配布、掲示

板へのポスターの掲示等、周知活動を行う。

• 自治会、事業所、ハローワーク等の関係機関、関係

団体等と連携し、年金制度説明会の開催による周知

活動を実施する。

① 市町村・ハローワーク・関係団体等との連携による周知・啓発
各市町村等へ協力を要請し、チラシ・ポスター等による周知、制度説明

を実施する。
② 年金委員を活用しての周知・啓発

地域型・職域型年金委員に協力を依頼し、自治会、町内会・事業所にて
チラシ配付および説明周知を行う。

③ 市町村担当者向け情報紙「かけはし」を自治体等へ配布する。
④ 事業所に対する制度説明会の実施

Web会議ツールを利用した非対面型による制度説明会を実施する。
⑤ メディアを活用しての制度周知を行う。

年金セミナー
事業

• 学生、生徒等の若年層を対象とした年金セミナーの

拡充を図る。

大学、短大、専門学校、高等学校等における年金セミナーの実施お

よび「わたしと年金」エッセイ募集に関する周知活動を実施する。セ

ミナーの実施にあたっては対面型の他、非対面型（リモート）も実施

可能であることを周知し協力を求める。

＜アプローチ実施＞

• 県教育委員会、県学校長会、高等学校長会に対する周知、協力を

依頼する。

• 大学への周知、協力要請を行うとともに、大学ＨＰに年金制度啓

発資料の掲載をあわせて依頼する。

地域相談事業

• 地域連携事業（年金制度説明会）と併せて、各年金

事務所において市町村、自治会、大学、事業所、ハ

ローワーク、ジョブカフェ、商業施設等において出

張年金相談を実施する。

① 市町村等における出張年金相談

管内各市町村や商業施設に出張年金相談開催への協力を依頼し、

相談会を実施する。

② 大学等構内における出張年金相談

大学生等を対象とし、学特申請に関する出張年金相談の開催への

協力を依頼し、相談会を実施する。

年金委員活動
支援事業

• 年金委員の活動に必要な情報提供を十分に行うとと

もに、関係団体への働きかけを強化し、その委嘱拡

大に努める。

① 年金委員研修の実施

Web会議ツールを最大限利用し、研修会を実施する。

② 電話・文書による勧奨を主体とした委嘱拡大

職域型においては、事業所が他業務で来所する機会も捉えた勧

奨・案内を実施する。



３．令和６年度 取組実績（1/24） 令和６年４月～令和７年１月
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令和7年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

地域連携事業

① 市町村・ハローワーク・関係団体等との連携による周知・啓発

 市町村職員担当者向け研修他連携事業

（前年度： 15回 81名）

（14回 65名）

 ハローワークにおける年金制度説明会

（前年度 ：富山 56回 2,850名）

• 市町村との連携は例年どおり継続さ

せることができた。

• 雇用保険説明会における年金制度

説明について、富山年金事務所及

び高岡年金事務所職員が定期的に

ハーローワーク富山及びハロー

ワーク高岡へ出向き、退職後の年

金手続き等の説明を行った。他の年

金事務所においては、管内ハロー

ワーク職員に協力を依頼し、退職後

の年金手続等の資料配布を行って

いただいている。

事務所 企業・団体等 内容
実施
回数

参加人
数

富山

富山市役所 担当者への制度説明会 ４回 ２２名

富山市役所本所
および

全地区センター

はたちの集いでの「ねんきんネット」チラ
シおよび２０歳の国民年金加入用チラシ
配布

５４か所 ―

高岡 管内市役所 担当者への制度説明会 ２回 ５名

魚津 管内市町村役場 担当者への制度説明会 ４回 ２０名

砺波 管内市役所 担当者への制度説明会 ４回 １８名

事務所 企業・団体等 内容
実施
回数

参加人数

富山
ハローワーク

富山
雇用保険説明会での制度説明 ５５回 ２，２００名

高岡
ハローワーク

高岡
雇用保険説明会での制度説明 ５０回 ２，０５０名



３．令和６年度 取組実績（2/24） 令和６年４月～令和７年１月
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令和7年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

地域連携事業

 税務署との連携

 その他関係団体等との連携

（前年度： 2回 37名）

（※うち、ご夫婦での参加は13組）

老後のライフプランや生きがいについて考

えていただくための「年金シニアライフセミ

ナー」を例年どおり実施した。

前年度は高岡・富山の２会場で実施したが、

本年度は１会場あたり最低20名以上の参加

が必要となることから、富山会場のみの開

催としたが、前年に比べ約1.5倍の参加があ

り、大変好評であった。セミナーは「年金制

度説明」と「生きがいとライフプラン」につい

ての二部構成で実施。アンケート結果でも、

「参考となった」という意見が多数を占めて

おり、次年度以降も継続して取り組んでいく。

事務所 企業・団体等 内容
実施
回数

参加
人数

富山・魚津
高岡・砺波

全国社会保険
委員会連合会

富山県民共
生センターサ
ンフォルテ

年金シニアライフセミナー
にて年金制度説明 １回 ※58名

【年金シニアライフセミナー】

事務所 企業・団体等 内容
実施
回数

参加
人数

富山 富山税務署
個人向けオンラインサービスの利用
促進に係る周知・広報依頼

２回 ２名

高岡 高岡税務署
個人向けオンラインサービスの利用
促進に係る周知・広報依頼

２回 １３名

魚津 魚津税務署
個人向けオンラインサービスの利用
促進に係る周知・広報依頼

２回 ２名

砺波 砺波税務署
個人向けオンラインサービスの利用
促進に係る周知・広報依頼

２回 ４名



３．令和６年度 取組実績（3/24） 令和６年４月～令和７年１月
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令和7年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

地域連携事業

② 年金委員を活用しての周知・啓発 （前年度 ：8回 延べ2,559名）

（20回 延べ4,437名）

③ 市町村担当者向け情報紙「かけはし」を自治体等へ配布 （5・7・9・11・1・3月 隔月発行）

• 各年金事務所より年金制度関連事務に関する情報誌「かけはし」を管内市町村へ送付すること

により制度改正等の情報提供を行っている。

• 情報誌「かけはし」は機構本部各部からの情報を掲載しており、国民年金保険料や年金給付に

関する手続き、届出申請書類の記載方法等を詳細に掲載している。また、各地域の独自情報

を掲載するページもあり、市町村担当者へ必要な情報を定期的に提供できるよう工夫を行い、

情報発信に努めている。

事務所 企業・団体等 内容 実施回数 対象等人数
（のべ）

富山
職域型・地域型
年金委員

各種事業にて制度周知依頼 ５回 １，５２６名

高岡
職域型・地域型
年金委員

各種事業にて制度周知依頼 ５回 １，２１４名

魚津
職域型・地域型
年金委員

各種事業にて制度周知依頼 ５回 １，００８名

砺波
職域型・地域型
年金委員

各種事業にて制度周知依頼 ５回 ６８９名



３．令和６年度 取組実績（4/24） 令和６年４月～令和７年１月
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令和7年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

地域連携事業

④ 事業所に対する制度説明会

● 社労士会への年金制度説明会

（前年度： 3回 146名）

（4回 159名）

● 事業所に対する制度説明会の実施

（前年度： 9回 538名）

（９回 ７９名）

（9回 536名） 【算定基礎説明会】

事務所 内容
実施
回数

参加人数

富山 算定基礎届事務説明会 ３回 １９９名

高岡 算定基礎届事務説明会 ２回 １６４名

魚津
算定基礎届事務説明会
新入社員向け年金制度説明会

２回
１回

６９名
１０名

砺波 算定基礎届事務説明会 １回 ９４名

事務所 内容
実施
回数

参加人数

富山
年金制度説明会開催
（富山県社会保険労務士会より動画配信）

１回 ５０名

高岡 年金制度説明会開催 １回 ８０名

魚津 年金制度説明会開催 １回 １５名

砺波 年金制度説明会開催 １回 １４名



３．令和６年度 取組実績（5/24） 令和６年４月～令和７年１月
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令和7年2月
富山年金事務所

地域連携事業

● 新規適用事業所説明会（オンライン）実施について

令和５年度までは、各年金事務所において開催していましたが、令和６年度より県内合同で開催する方法に変更しました。

開催月は、（６月、８月、１０月、１２月、２月）とし、講師は各年金事務所輪番制としました。

なお、WEB会議サービス（Microsoft Teams）を使用していることから、全国健康保険協会（以下、「協会けんぽ」という。）富山

支部においては、各年金事務所へ出向かなくても、協会けんぽ内から参加することが可能となりました。

次年度に向けて、アンケート結果を参考に改善できるところは改善し、より良いものになるよう対応していきます。

（オンラインによる新規適用事業所説明会）

開催事務所 開催月 参加人数

富山 ６月 １３人

高岡 ８月 １５人

魚津 １０月 １７人

砺波 １２月 １３人



３．令和６年度 取組実績（6/24） 令和６年４月～令和７年１月
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令和7年2月
富山年金事務所

地域連携事業

●新規適用事業所説明会（オンライン）実施について
■アンケート結果

17.4%

78.3%

4.3%

説明時間について

長い

ちょうど良い

短い

13.0%

34.8%

21.7%

4.3%
4.3%

資料の内容について

とてもわかりやすい

わかりやすい

普通

少し分かりにくい

分かりにくい

8.7%

30.4%
30.4%

8.7%
0.0%

講師の説明

とてもわかりやすい

わかりやすい

普通

少し分かりにくい

分かりにくい

39.1%39.1%

0.0% 0.0%

音声について

聞き（見）やすい

普通

聞き（見）にくい

その他

8.7%

56.5%

8.7%
4.3%

映像について

聞き（見）やすい

普通

聞き（見）にくい

その他

ご意見・ご感想

● オンライン形式での説明会は気軽に参加できるのでよかった。

● オンラインでの開催を今後もできるだけ行っていただきたい。

● 社内で受講できるので、オンラインは助かります。

● 資料はわかりやすかったが、説明が早口で分かりづらいところがあった。

● もう少しゆっくり説明してほしい。省略されたところも説明してほしいので、120分くらいあってもよいと思った。

● 質問時間があればよかったです。

● 資料は可能な限り、データで対応してほしい。

● 当日参加できない場合、アーカイブで一定期間視聴できるとありがたい。

● 音声に時々雑音が混じっている気がするので気になりました。声が遮られるほどではないです。

● 画面共有で資料が表示されずわかりにくかった。カメラのピントが合わない時がある。

● アンケートもオンライン実施してほしい。

● 自分だけでは理解できないので助かりました。複雑な制度を丁寧な説明と資料によって理解することができた。



３．令和６年度 取組実績（7/24） 令和６年４月～令和７年１月
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令和7年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

地域連携事業

⑤ メディアを活用しての制度周知

 富山年金事務所において、日本最大級の総合情報サイト「All About」と連携し、WEBサイトに年金制度

に関する記事を掲載

 魚津年金事務所において、FMラジオと連携し、年金制度について周知

取材日 テーマ

6月10日

• 特別支給の老齢厚生年金をもらうには？

• 特別支給の老齢年金をもらうための要件は４つ

• 特別支給の老齢厚生年金の年金額を知りたいときはお近くの年金事務所に相談しましょう

• 特別支給の老齢厚生年金の受給手続きとは

8月30日

• 失業などで収入が減ったら？国民年金の免除・猶予制度を賢く利用して安心につなげよう！

• 国民年金の免除・猶予制度の注意点と申請方法とは？詳しく知りたいときは市町村役場または

最寄りの年金事務所へ

• 「フリーランス夫婦必見」産前産後期間の国民年金保険料が免除されるにはどうしたらいいの！

• 大学生が国民年金を支払えない場合、未納ではなく「学生納付特例制度」を利用するにはどうし

たらいいの？

取材日 テーマ

11月6日 • ねんきん月間、年金の日、ねんきんネット等オンラインサービスについて

11月13日
• 公的年金制度、年金相談、扶養親族等申告書の電子申請、公的年金等の源泉徴収票の電子

送付について

11月20日 • 国民年金制度、免除、学生納付特例、電子申請について
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令和7年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

年金セミナー

事業

① 大学、短大、専門学校等における年金セミナーの実施および「わたしと年金」エッセイ募集に

関する周知活動

○ 年金セミナー・エッセイアプローチ状況（1/3）

例年３月に年金セミナー実施の協力

依頼を送付する際、令和５年度に実

施したアンケート結果を同封し送付し

た。

また、富山県高等学校校長会主催

の研修会に出席し、年金セミナーの

実施及びエッセイ募集の協力依頼を

行った。

富山市教育委員会の協力を得て、

富山市内の中学校に、年金セミナー

の実施及びエッセイ募集の案内文を

送付していただいた。

事務所 対象 対象数 取組内容 実施対象数
実施回数
（のべ）

富山

富山県教育委員会 １ 訪問 1 1回

富山市教育委員会 １ 訪問 １ １回

富山県高等学校校長会 １ 訪問 １ １回

富山県中学校校長会 １ 訪問 １ １回

大学・短大 ３校
対面にて依頼 １校 １回

文書にて依頼 ３校 ３回

専門学校 １８校

文書にて依頼 １８校 ２０回

電話にて依頼 ２校 ２回

訪問にて依頼 １校 １回

高等学校 ２０校
文書にて依頼 ２０校 ２０回

電話にて依頼 １校 １回

中学校 ２８校
文書にて依頼 ２８校 ２８回

電話にて依頼 １校 １回

支援学校 ７校
文書にて依頼 ７校 ７回

電話にて依頼 ５校 ５回

富山県高等学校長主催研修会 65校 訪問にて依頼 65校 1回

３．令和６年度 取組実績（8/24） 令和６年４月～令和７年１月
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令和7年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

年金セミナー

事業

○ 年金セミナー・エッセイアプローチ状況（2/3）

事務所 対象 対象数 取組内容 実施対象数
実施回数
（のべ）

高岡

大学・短大 ３校 文書にて依頼 ３校 ６回

専門学校 ３校 文書にて依頼 ３校 ６回

支援学校 ２校 ― ― ―

高等学校 １４校
文書にて依頼 １４校 ２８回

電話にて依頼 ２校 ２回

中学校 ２３校 文書にて依頼 ２３校 ２３回

魚津

管内市町村 ８ 文書にて依頼 ８ ８回

管内教育委員会 ８ 文書にて依頼 ８ ８回

管内図書館 ９ 文書にて依頼 ９ ９回

大学校 １校 文書にて依頼 １校 ２回

専門学校 １校 文書にて依頼 １校 ２回

高等学校 １０校 文書にて依頼 ９校 １８回

中学校 １２校 文書にて依頼 １２校 １２回

３．令和６年度 取組実績（9/24） 令和６年４月～令和７年１月
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令和7年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

年金セミナー

事業

○ 年金セミナー・エッセイアプローチ状況（3/3）

○ 年金セミナー実施（1/2）

富山大学では、教授の協力により、

講義の一環として、年金セミナーを継

続している。

事前に学生からの疑問点や自分なり

の年金に対する印象等を提出してい

ただき、それらに対する回答を盛り込

みながら、前半は講義を行い、後半は

学生の年金に対する不安を払拭でき

るようデータや資料を基に説明を行っ

た。

【年金セミナー】

事務所 対象 対象数 取組内容 実施対象数
実施回数
（のべ）

砺波

支援学校 ２校 ― ― ―

高等学校 ５校
文書にて依頼 ５校 ８回

電話にて依頼 ２校 ２回

中学校 １６校 ― ― ―

３．令和６年度 取組実績（10/24） 令和６年４月～令和７年１月

事務所 対象 学校数 実施方法 受講者数 予定等

富山

大学・短大 １校 対面 １２１名 ―

専門学校 ４校 対面 １１８名
２月実施
３校

高等学校
１校
１校

対面
DVD視聴

３１４名
２２２名

２月実施
１校

中学校 １校 DVD視聴 １０４名
２月実施
１校

高岡

専門学校 １校 DVD視聴 １５名 ―

高等学校 １校 DVD視聴 ９３名
２月実施
３校
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令和7年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

年金セミナー

事業

○ 年金セミナー実施（2/2）

（前年度実績） 大学・短大 ２校 専門学校 ６校 支援学校 ０校

高等学校 ６校 中学校 ０校

【年金セミナーの講師育成】

日本年金機構では若手職員を中心に年金セミナー講師育成に努めています。

６年度も、昨年度に引き続き大曽根年金事務所において、中部地域部管内の新入構員が集合

し、年金セミナーの練習を行いました。

アンケート結果から、年金セミナー実

施前は年金に対するイメージが「とて

も良い」「まあ良い」と感じていた学生

は３８．３％にとどまっていたが、セミ

ナー実施後は８２．８％に大きく増加

する結果となった。年金セミナーにより

一定の誤解や不安の解消になったと

思われる。

事務所 対象 学校数 実施方法 受講者数 予定等

魚津

大学校 １校 対面 ― 2月実施

専門学校 1校 対面 ― 3月実施

高等学校 ３校 対面 ９３名
２月実施
２校

砺波 高等学校 １校 対面 ５３名
２月実施
２校

３．令和６年度 取組実績（11/24） 令和６年４月～令和７年１月
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令和7年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

年金セミナー

事業

○ 「わたしと年金」エッセイ募集

日本年金機構では、今年度も自身やご家族などの身近な方と、公的年金制度との関わりや考え

などをテーマに、「わたしと年金」エッセイの募集を令和６年６月３日から令和６年９月９日の間に

行い、全国１，４８９件の応募の中から受賞者が決定しました。

【全国の応募状況】

富山県のエッセイ応募状況

応募件数を増やすため、各教育委員会

や校長会に継続して訪問、依頼を行って

いく。また、年金セミナー説明後、アンケー

ト記入時間を活用し、先生及びセミナー参

加者へ、機構本部作成のアニメーション動

画（8分程度）を流すことで、理解を深めて

もらえるよう取組んでいく。

※賞
厚生労働大臣賞
日本年金機構理事長賞
優秀賞
入選

賞状の授与並びに記念品を贈呈します。

３．令和６年度 取組実績（12/24） 令和６年４月～令和７年１月

年度 一般 学生 計

２年度 １３４ ８０８ ９４２

３年度 ７０ １，５２６ １，５９６

４年度 ８９ １，９１９ ２，００８

５年度 ８０ １，５２９ １，６０９

６年度 ６７ １，４２２ １，４８９

年度 応募者数

２年度 ０名

３年度 １名（学生）

４年度 ３名（学生）

５年度 ０名

６年度 ０名
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令和7年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項

年金セミナー

事業

３．令和６年度 取組実績（13/24） 令和６年４月～令和７年１月

「わたしと年金」エッセイ
（令和6年度 受賞作品紹介）

厚生労働大臣賞 石川県 室田 律子 様 （40代）

「キャーッ！！」私の叫び声が近所中に響き渡った。突然、夫が白目になって意識を失い倒れたのだ。近

所の人達に見守られながら、彼は救急車で病院に運ばれた。持病もなく健康体そのものだったのに…

病名は原因不明の脳炎だった。主な症状は痙攣、発熱、頭痛、意識障害だが、現在でも死亡する人もいる。

元通りの状態になる人もいれば、記憶障害や高次脳機能障害などの後遺症のために、社会復帰が困難となる

重い病気だ。

私は深く、深く、絶望した。人工呼吸器を着けて眠る夫の横で泣きに泣いた。彼が倒れた日は、ちょうど

お腹の子が生まれる予定日の1か月前の日だったのだ。子供に会う日をあんなに楽しみにしていたのに、この

人は助かるの？助かったとしても、私達の事が誰かわかるの？どうやって今後生活をしていけばいいの？色

んな思いがグルグル頭を巡った。神様はなんて意地悪なのと何度も何度も思った。

夫の意識が戻らないまま、私は男の子を出産した。夫は13歳の時に父を亡くしていて、いつも父親のいな

い子供の気持ちは自分が1番解ってると言ってた。だからこそ私達をおいていくはずがないと思えた。私が夫

と子供を守っていくしかないと強く決心した。



18

令和7年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項

年金セミナー

事業

３．令和６年度 取組実績（14/24） 令和６年４月～令和７年１月

夫が目を覚ましたら何とかなるという期待は虚しく、彼の後遺症は予想以上に重く、私が誰かわからなく

なっていた。もちろん子供の事も。言葉も忘れてしまい、会話も出来ない状態だった。作業療法士、理学療

法士、言語聴覚士によるリハビリが始まった。だが回復の兆しはなく、大人用と子供用のオムツを抱えなが

ら、私は心が折れないよう、踏ん張るのが精一杯だった。そして入院から415日経った日に夫は退院した。息

子は既に1歳になっていた。

私は家族を養えるよう、専門職に就こうと決めた。ファイナンシャルプランナーの勉強中に年金という分

野に出会い、社会保険労務士を目指すことにした。その知識のおかげで路頭に迷わず、本当に救われた。

夫は会社員だったので傷病手当金を申請し、１年半後に障害年金を請求した。障害年金１級の証書を受け

取った時、私はその場で握り締めながら泣き崩れた。彼の症状は重いと判断された事はやはりショックだっ

た。だが、これで私達の生活は当面は守られると安心出来たのだ。そして病気で退職したため、失業保険の

延長手続きをして、傷病手当金受給後には特定求職者として通常よりも長い期間受給が出来た。出産費用は

出産育児一時金で賄えた。高額療養費制度で長期間の入院費はかなり助けられた。そうやってあらゆる社会

保険制度のおかげで、私達家族はずっと守られたのだった。

あれから17 年経った今、夫は長いリハビリの甲斐があり、社会復帰し、働いている。赤ちゃんだった息子

は、高校２年生になった。そして私は社会保険労務士になった。

この素晴らしい社会保険制度に携わる仕事に誇りを持っている。あの時助けられた私が、次は困っている

誰かの一助になれればと思っている。それが私に出来る恩返しだ。年金の仕事もしている。家族が病気でど

うしたらいいかと落ち込んでいる人や、大事な人が亡くなってこれからの生活に困っている人達に社会保険
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令和7年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項

年金セミナー

事業

３．令和６年度 取組実績（15/24） 令和６年４月～令和７年１月

制度が守ってくれるから安心してと伝えたい。もちろん、「保険」なので加入しないと保証はされない。自

分は健康だから関係ないと思っている人も、いつ病気になるかもわからないし、事故で障害を負うかもしれ

ない。だから関係ないなんて絶対に思わないで欲しい。「年金制度が破綻する」など誤った情報に惑わされ

ないよう、制度をしっかり伝え、必要な人に、必要な制度を届けられるよう、これからも私は励み続けるで

しょう。

最後になりますが、私達家族を守ってくださり心より御礼申し上げます。あの時、障害年金を受給出来た

おかげで、夫は社会復帰出来て、息子は立派に成長し、私は社会保険労務士になれました。
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令和7年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

地域相談事業

① 市町村等における出張年金相談

○ 市町村連携による相談会（1/2）

遠方で年金事務所等へお越しいただくことが困難なお客様のために、富山県社会保険労務

士会の協力を得ながら県内各所で出張年金相談を開催しています。

１月末までに計画どおり９０回の出張

相談を実施することができた。令和６年

度より高岡年金事務所管内の射水市

役所及び氷見商工会議所を廃止したこ

とから、昨年同時期より２０回の減少と

なり、参加人数は、昨年同時期の

１，０７２名から９８名少ない９７４名の

相談となりました。

なお、７年度においても、利用者数の

少ない会場について、市町村と調整し

た結果、富山県内８ヵ所の会場におい

て、出張相談員２名から１名に変更す

ることとなりました。

※変更となる会場

・大久保ふれあいセンター

・八尾コミュニティセンター

・婦中行政サービスセンター

・氷見市役所

・上市働く婦人の家

・立山町元気交流センター

・入善町役場

・福光市民センター

事務所 開催地 開催場所 実施回数 参加人数

富山 富山市

大久保ふれあいセンター １０回 ９１名

八尾コミュニティセンター １０回 ８１名

婦中行政サービスセンター １０回 ７４名

高岡 氷見市 氷見市役所 １０回 ９４名

魚津

朝日町 朝日町役場 １０回 ５５名

入善町 入善町役場 １０回 １１８名

上市町 上市働く婦人の家 １０回 ９３名

立山町 立山町元気交流センター １０回 １０６名

滑川市 滑川市役所 １０回 ６２名

３．令和６年度 取組実績（16/24） 令和６年４月～令和７年１月
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令和7年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

地域相談事業

○ 市町村連携による相談会（2/2）

② 大学等構内における出張年金相談

大学構内にて、学生へパンフレット配布と学生向け相談コーナー（学生納付特例申請書の

受付窓口）を開設しました。

（前年度： ２校 １１名）

（３校 １５名）

大学等構内での相談窓口設置につい

ては、事前に全学部へ学生納付特例

制度のポスター掲示及びリーフレットの

設置依頼と納付相談会のポスター掲示

及びリーフレットの設置依頼を行った。

また、大学周辺（五福地区）の若年層を

対象に、１１月は約５００件、１月は

約１，２００件、納付相談会開催案内を

送付し周知を図った。

【学生納付特例申請窓口】

事務所 開催地 開催場所 実施回数 参加人数

砺波

小矢部市 小矢部市役所 １０回 ４５名

南砺市
城端市民センター １０回 ５０名

福光市民センター １０回 １０５名

３．令和６年度 取組実績（17/24） 令和６年４月～令和７年１月

事務所 開催日 開催場所 参加人数

富山
令和６年１１月３０日 富山大学 ４名

令和７年１月３１日 富山大学 ７名

高岡
令和６年８月１９日 富山県立大学 １名

令和６年８月２０日 富山県立大学 ２名

魚津 令和７年２月１９日 北陸職業能力開発大学校 ―



22

令和7年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

年金委員活動

支援事業

① 年金委員への研修、情報提供

● 富山県地域型年金委員研修会の開催（６月）

富山、高岡、魚津、砺波の各年金事務所会議室の会場参加に加え、オンライン参加により研

修会を開催しました。(富山が中心となり高岡、魚津、砺波の４事務所が連携のうえ実施。)

【内容】 ・国民年金関係の近況と富山県の現状

・年金の手続きについて

● 地域型年金委員研修会の開催（１１月）

富山、高岡、砺波年金事務所それぞれの会議室において開催しました。

（魚津年金事務所は３月開催予定）

【内容】 ・国民年金保険料免除等手続きについて

● 地域型年金委員地区連絡会の開催

県内を富山地区、魚津地区、高岡・砺波合同地区に分け、地区それぞれで連絡会を開催し、

地域型年金委員と今後の取組等についての意見交換等を行った。（半期に一度開催。研修

会がある場合は同時開催とした。)

年金委員からは、オンラインによる研

修を求める声もあることから、次年度

以降も引き続きオンラインを活用した

研修会を実施していく。

【地域型年金委員研修会】

３．令和６年度 取組実績（18/24） 令和６年４月～令和７年１月

事務所
地域型年金委員参加人数

６月 １１月

富山 ６名 ７名

高岡 ２名 ８名

魚津 ５名 —

砺波 ４名 ４名
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令和7年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

年金委員活動

支援事業

● 全国年金委員研修会の開催

日本年金機構本部よりTV会議システムを利用して、各年金事務所に参集し開催する方式と

各都道府県代表の年金委員が東京に参集し受講する２つの方式で実施しました。

（東京参集型は２日間実施 受講者は職域型１名、地域型１名）

【内容】 １日目 ２日目

・年金制度改正等について ・公的年金の財政検証と今後の変化の方向

・被用者保険の適用拡大 について

・オンラインサービスの推進 ・年金委員活動に関する説明・発表

・国民年金に係る制度周知

・在職老齢年金

・扶養親族等申告書の電子申請

【全国年金委員研修】

３．令和６年度 取組実績（19/24） 令和６年４月～令和７年１月

事務所
地域型年金委員

参加人数

富山 ７名

高岡 ８名

魚津 ６名

砺波 ４名
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令和7年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

年金委員活動

支援事業

● 地域型年金委員へ情報誌「年金委員だより」の送付

各年金事務所より、地域型年金委員あてに「年金委員だより」を５月・８月・１１月・２月に送付

しています。

（２月送付）

３．令和６年度 取組実績（20/24） 令和６年４月～令和７年１月

事務所 送付月 掲載記事

富山
高岡
魚津
砺波

令和６年５月

・令和６年４月からの国民年金保険料について
・令和６年４月分（６月支払）からの年金額について

・マイナポータルからスマホで国民年金手続の電子申請ができ
ます

・国民年金保険料の口座振替の申込みはオンラインで申請でき
ます
・出張相談所開設案内（事前予約制）

令和６年８月
・公的年金から源泉徴収される所得税等の定額減税
・令和６年度「わたしと年金」エッセイ募集中
・「ねんきんネット」を利用しましょう

令和６年１１月

・ねんきん月間・年金の日について
・社会保険料（国民年金保険料）控除証明書を送付します
・国民年金保険料がスマートフォンアプリで納付できます
・出張相談所開設（事前予約制）のご案内

事務所 送付日 掲載記事

富山
高岡
魚津
砺波

令和７年２月
・令和６年分公的年金等の源泉徴収票の送付について
・令和６年度「わたしと年金」エッセイ審査結果について
・ねんきんネットで年金相談ができます
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令和7年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

年金委員活動

支援事業

● 職域型年金委員への研修会等①

各年金事務所では、職域型年金委員の方に対して、研修会や参考図書の送付を行い、活動

支援を行っています。

※オンラインによる合同研修を除く

各年金事務所より、研修会の実施や

参考図書の送付を行っている。来年

度においても、職域型年金委員の意

見・要望を参考に活動支援を行ってい

く。

３．令和６年度 取組実績（21/24） 令和６年４月～令和７年１月

事務所 内容等 回数
人数
（のべ）

富山
職域型年金委員研修 １回 １０名

社会保険事務参考図書の送付 １回 ６２８名

高岡
職域型年金委員研修 ２回 １７９名

社会保険事務参考図書の送付 １回 ４８４名

魚津 職域型年金委員研修 ２回 ９９名

砺波 職域型年金委員研修、年金制度説明会 ４回 １２５名



３．令和６年度 取組実績（22/24） 令和６年４月～令和７年１月
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令和7年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

年金委員活動

支援事業

● 職域型年金委員への研修会等②（オンライン研修）

今年度も、会場参加、オンライン及び後日動画視聴の３種類の参加方法により研修会を開催

することができました。開催にあたっては、協会けんぽ富山支部や富山労働局とも連携のうえ、

幅広く社会保障や健康に関する研修会を実施しています。

3月9日実施予定

※各セミナーにおいて、富山が中心となり高岡、魚津、砺波の４事務所が連携のうえ実施。

９月に開催された協会けんぽ富山支

部の健康づくりセミナー内にて年金制

度改正について説明を行った。本セミ

ナーにおいては、県内社会保険委員会

とも連携し実施した。

また、２月は協会けんぽ富山支部と富

山労働局とも連携のうえ、会場参加、オ

ンライン及び後日動画視聴の３種類の

参加方法による研修会を行った。

オンライン及び後日動画視聴につい

ては、申込者が多く今後も継続して実

施していく。

【職域型年金委員研修会】

事務所 内容等
実施
回数

参加人数

富山
高岡
魚津
砺波

富山県総合情報センター
（会場およびオンライン）

協会けんぽ富山支部
主催の「健康づくりセ
ミナー」において年金
制度改正の説明を行
う。

１回
（９月）

１６８名

事務所 内容等
実施
回数 参加人数

富山
高岡
魚津
砺波

富山県総合情報センター
（会場およびオンライン）

各年金事務所、協会
けんぽ富山支部、富
山労働局が連携のう
え社会保険委員向け
研修会実施。

１回
（２月）

４１０名
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令和7年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

年金委員活動

支援事業

● 年金委員大会

令和６年１１月１５日（金）「ボルファートとやま」において、協会けんぽ富山支部、富山県社会
保険委員会連合会と連携のうえ、富山県年金委員・健康保険委員大会を開催し、年金事業の
推進・発展のためご尽力いただいた年金委員の方々の功績を称え、厚生労働大臣・日本年金
機構理事長・日本年金機構理事、富山県社会保険委員会連合会長表彰を行いました。
表彰式後は、富山八雲会副会長の木下晶様より「地域から世界をみる～ヘルン文庫がつなぐ
１００年～」と題し講演をいただきました。

【年金委員表彰者数】

・厚生労働大臣表彰・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１名

・日本年金機構理事長表彰・・・・・・・・・・・・・５名

・日本年金機構理事表彰・・・・・・・・・・・・・・１０名

・富山県社会保険委員会連合会長表彰・・１３名

昨年度に引き続き、表彰式と記念講

演の２部構成として開催した。

表彰式の実施は、年金委員のモチ

ベーションに非常に有効であるため、

次年度も引続き、協会けんぽ富山支

部、富山県社会保険委員会連合会と

連携のうえ、開催する。

３．令和６年度 取組実績（23/24） 令和６年４月～令和７年１月



28

令和7年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

年金委員活動

支援事業

② 年金委員の委嘱拡大

各年金事務所では、市町村職員（民生委員含む）や教育機関職員（いずれもOB含む）を対象
に、文書や電話で地域型年金委員の委嘱について協力をお願いしています。
また、新規適用事業所や健康保険委員のみ設置事業所へ職域型年金委員の推薦依頼を行
い委嘱拡大に取り組みました。

【令和７年度１月末の富山県の現況

（前年同月比）】

職域型2,076人（前年2,107人） ▲31人

地域型73人（前年85人） ▲12人

富山県全体として年金委員の委嘱数

の減少傾向が続いている。

令和６年９月までは、従業員５０人以

上の事業所を中心に勧奨を行ってき

たが、令和６年１０月以降は、従業員

５０人未満の事業所にも範囲を拡大し、

委嘱勧奨を行っており、委嘱件数増加

に向け今後も継続していく。

また、協会けんぽ富山支部協力のも

と、健康保険委員のみ設置事業所へ

の案内も継続して取り組んでいく。

３．令和６年度 取組実績（24/24） 令和６年４月～令和７年１月

事務所 区分 勧奨内容 対象者
回数
（のべ）

結果

富山

新規職域型 文書による委嘱勧奨
１５６
事業所

３回 １７名

新規地域型 文書による委嘱勧奨 １人 １回 １名

高岡

新規職域型 文書による委嘱勧奨
１０６
事業所

２回 １１名

新規地域型 訪問による委嘱勧奨 ２人 ２回 ２名

魚津 新規職域型 文書による委嘱勧奨
２１６
事業所

４回 ８名

砺波 新規職域型 文書による委嘱勧奨
８４

事業所
２回 ２名



４．これまでの会議で出た意見及び課題への対応（1/2）
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令和7年2月
富山年金事務所

開催回 事業名 意見・課題事項 対応状況

第６回 地域相談事業

自宅に届いた学生納付特例申請書の案内が放置され
るケースも多いと思われるため、大学構内に年金窓口を
開設し、手続き等をできるよう取組むことで学生の年金に
対する意識が向上するのではないか。

【対応中】

在籍する学生から国民年金保険料の学生納付特例申請の
委託を受けることができる学生納付特例事務法人（厚生労働
大臣の指定を受けた学校等）の普及に努めていく。

また、富山、高岡及び魚津管内の大学において、大学の協
力を得て、学生納付特例申請窓口を開設している。

第８回

年金セミナー

事業

大学進学に向けた動きが大きくなる前の１年生２年生
を対象とした普通科高校へのセミナー普及および特別支
援学校の保護者向けのセミナーに取り組んでもらいたい。

【対応中】

令和３年度より普通科高校においても１校実施しているが、
対象校を拡大できていない。今後もアプロ―チを継続していく。

年金セミナーを授業で行えない場合は、教頭先生を窓
口としてPTA活動で保護者が集まる機会を捉え、アプ
ローチすることもよいのではないか。

【対応中】

オンラインによるセミナー実施の環境が整ったことから、来
年度実施に向けてアプローチを継続していく。

外国からの技能実習生が多く集まる日本語教育支援

団体に対する年金セミナーを検討いただきたい。

【対応中】

関係機関と連携した外国人対策として、名古屋入国管理局
と富山県外国人ワンストップ相談センター及び日本年金機構が
連携し、外国人と相談支援員を対象に６月と９月に合同説明会
を開催予定。また、月に数回、相談支援員を対象に年金制度
説明会を開催していく。

年金委員活動

支援事業

市町村職員退職時における地域型年金委員の委嘱勧
奨を取組んでもらいたい。

【対応中】

地域型年金委員の委嘱勧奨については、令和５年４月より、

市町村職員（民生委員含む）または教育関係職員（いずれも

OB含む）を中心に委嘱勧奨を行っている。
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令和7年2月
富山年金事務所

開催回 事業名 意見・課題事項 対応状況

第９回
年金セミナー

事業

富山県のエッセイ募集状況が低下したままである。学校
等への働きかけを工夫して進めてもらいたい。

【対応中】

県代表年金事務所から教育委員会や各校長会に出向き
エッセイの周知、夏休みの宿題等に取り入れていただく等の
依頼を継続して行っている。

年金セミナー事前打合せ時に、エッセイのアニメーション動
画（8分程度）を流すことを説明し、セミナー時にはアンケート
記入時間を活用し、先生及びセミナー参加者に見てもらい
エッセイの依頼を行った。

第１２回

地域連携事業

年金制度に関する各種チラシ・リーフレットを配布したこ
とによる結果について検証していただきたい。

【対応済】

富山県内各年金事務所では対応できないため、ご意見は機
構本部へ報告させていただいている。

年金見込額について、夫婦共働きや単身者などの働き
方、給料及び勤続年数に応じたモデルとなる金額を示して
いただきたい。

【対応済】

富山県内各年金事務所では対応できないため、ご意見は機
構本部へ報告させていただいている。

年金セミナー

事業

年金セミナーに使用するパソコンがHDMIケーブルに対
応していないため、受入側の操作も煩雑である。リニュー
アルを検討されてはいかがでしょうか。

【対応済】

富山県内各年金事務所では対応できないため、ご意見は機
構本部へ報告させていただいている。

地域相談事業

学生納付特例申請について、大学に入学した時(１８歳）
から予約申請とし、２０歳になった時点で確認するやり方も
ひとつの方法ではないか。

【対応済】

富山県内各年金事務所では対応できないため、ご意見は機
構本部へ報告させていただいている。



事業名 取組み内容 具体的な活動

地域連携事業
市町村、自治会、事業所、関係機関、関係団体と連携

した年金制度の周知・啓発活動の実施

① 市町村職員担当者向け研修会の実施

② 事業所事務担当者向け研修会の実施

③ ハローワークの離職者説明会での年金制度説明の実施

④ 富山県社会保険労務士会研修会での年金制度説明の実施

⑤ 富山県社会保険委員会連合会、富山県内４社会保険委員会との

連携による年金委員研修会等の実施

⑥ 市町村職員担当者向け広報誌「かけはし」の配布

⑦ 制度説明会、研修会についてはWeb会議ツールを最大限に利用

年金セミナー
事業

富山県内の大学や専門学校、高等学校等での年金

セミナーの実施

従来の対面型と併せ非対面型によるセミナーの実施や年金セミナー用

動画（ＤＶＤ）の配布等、各教育機関のニーズに合わせ実施する。

なお、エッセイ募集件数が増加するよう、年度の早い時期での開催を

目指す。また、年金セミナー開催時、エッセイアニメーション動画を活用す

る。

① 各教育関係機関への年金セミナー実施、エッセイ募集の協力依頼

② 大学、短大、専門学校、高等学校、支援学校（団体）における年金

セミナーの実施

③ ＰＴＡ活動の機会を捉えた保護者への年金セミナーの実施

地域相談
事業

市町村、自治会、大学、事業所、ハローワーク、ジョブカ

フェ、商業施設等における出張年金相談の実施

① 市町村連携による出張年金相談の実施

② 大学等構内における出張年金相談の実施

年金委員活動
支援事業

年金委員の活動に必要な情報提供を十分に行うととも

に、関係団体への働きかけを強化し、その委嘱拡大に努

める

① 全国年金委員研修会の実施（本部主催）

② 本部および各年金事務所からの年金委員への情報提供

③ 年金委員研修会の実施（Web会議ツールを最大限に利用）

④ 年金委員大会の実施

⑤ 年金委員の委嘱拡大
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年金セミナー アンケート集計結果（富山県内）

富山年金事務所
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◆開催の詳細

開 催 日 ： 令和６年４月～令和７年１月

人 数 ： １,０２６名

講 師 ： 各年金事務所　職員

対 象 者 ： 富山県内　中学校・高等学校・専門学校　学生
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　 まあ良い 268件 
　 どちらとも言えない 420件 
　 あまり良くない 131件 

１．年金のイメージ

○セミナー前

選択肢 回答
　 とても良い 125件 

　 とても良い 307件 
　 まあ良い 543件 
　 どちらとも言えない 92件 

   悪い 29件 
   無回答 53件 

○セミナー後
選択肢 回答

※セミナー後も「３．どちらとも言えない」「４．あまり良くない」「５．悪い」を選択された方

選択肢 回答
　1．年金制度は複雑で難しい
　　と感じたから 43件 

　２．自分に年金の必要性を
　　感じなかったから 4件 

　 あまり良くない 19件 
   悪い 7件 
   無回答 58件 

『まあ良い』以上の評価は、セミナー前の 38.3% から、セミナー後は 82.8% になりました。

　３．将来、自分が年金を
　　もらえると思えなかったから 23件 

　４．年金セミナーの内容に
　　関心を得られなかったから 9件 

　５．その他 14件 

29.9%

12.2%

52.9%

26.1%

9.0%

40.9%

1.9%

12.8%

0.7%

2.8%

5.7%

5.2%

とても良い まあ良い どちらとも言えない あまり良くない 悪い 無回答

セミナー前

セミナー後

15.1%

9.7%

24.7%

4.3%

46.2%

５．その他

４．年金セミナーの内容に関心を得られなかったから

３．将来、自分が年金をもらえると思えなかったから

２．自分に年金の必要性を感じなかったから

1．年金制度は複雑で難しいと感じたから
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２．講義について

短い 12件 

無回答 69件 

○資料の内容 ○講師（動画）の説明

○説明時間の長さ

選択肢 回答

長い 211件 

ちょうど良い 734件 

分かりやすい 478件 分かりやすい 450件 

普通 152件 普通 151件 

選択肢 回答 選択肢 回答

とても分かりやすい 368件 とても分かりやすい 394件 

13件 

少し分かりにくい 14件 少し分かりにくい 10件 

分かりにくい 7件 分かりにくい 8件 

無回答 7件 無回答

20.6% 71.5%

1.2% 6.7%長い ちょうど良い 短い 無回答

36%

46%

15%

1% 1%
1%

とても分かりやすい

分かりやすい

普通

すこし分かりにくい

分かりにくい

無回答

38%

44%

15%

1% 1% 1%

とても分かりやすい

分かりやすい

普通

すこし分かりにくい

分かりにくい

無回答
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「あり」の場合（複数回答）

その他の主な内容

○詳しく説明してほしい内容の有無

特になし 884件 

あり 112件 

無回答 30件 

選択肢 回答

老齢年金 13件 

障害年金 10件 

遺族年金 16件 

選択肢 回答

世代と世代の支えあい 16件 

２階建て構造 20件 

その他 9件 

無回答 8件 

●少子高齢化について
●海外では年金を納めないところもあるが、日本との違いは何か
●年金全般について
●iDeCoについて

保険料負担と給付 22件 

公的年金は破綻しない 25件 

保険料の免除制度 28件 

86%

11%

3%

特になし

あり

無回答

4.8%

5.4%

16.8%

15.0%

13.2%

9.…

6.0%

7.8%

12.0%

9.6%

無回答

その他

免除制度

破たんしない

負担と給付

遺族

障害

老齢

２階建て構造

世代と世代の支えあい
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３．年金制度の理解度

理解できた 965件 理解できた 963件 

理解できなかった 24件 理解できなかった 24件 

○２０歳になったら国民年金に加入 ○保険料の納付は国民の義務

選択肢 回答 選択肢 回答

選択肢 回答 選択肢 回答

理解できた 965件 理解できた 958件 

無回答 37件 無回答 39件 

○３種類の給付制度 ○世代と世代の支え合い

理解できなかった 23件 理解できなかった 29件 

無回答 38件 無回答 39件 

94%

2% 4%

理解できた

理解できなかっ

た

無回答

94%

2% 4%

理解できた

理解できなかっ

た

無回答

94%

2.2% 3.7%

理解できた

理解できなかっ

た

無回答

93%

3% 4%

理解できた

理解できなかっ

た

無回答
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「必要」の場合（複数回答）

　その他の主な内容

「必要でない」の場合（複数回答）

　その他の主な内容

４．年金制度の必要性

○年金制度は必要か

選択肢 回答

必要である 927件 

必要ない 44件 

無回答 55件 

選択肢 回答

91件 

その他 95件 

選択肢 回答

貯金で十分 16件 

老後生活を支える 750件 ●老後の生活が送れなくなるから

万が一のため 518件 

世代と世代の支え合い 140件 

国民の義務 177件 

国の制度なので安心

1件 

子供に面倒みてもらう 4件 

将来の年金が不安 19件 

老後も働く 6件 

民間の生命保険 4件 

その他

90%

4%
6%

必要である

必要でない

無回答

5.4%

5.1%

10.0%

7.9%

29.2%

42.3%

その他

国の制度なので安心

国民の義務

世代と世代の支え合い

万が一のため

老後生活を支える

2.0%

8.0%

12.0%

38.0%

8.0%

32.0%

その他

民間の生命保険

老後も働く

将来の年金が不安

子供に面倒みてもらう

貯金で十分
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5．ご意見・ご感想

● 年金について知る良い機会だった・将来のためになった （77件）

• 知らなかったことをたくさん知れて、良い機会になった。

• 大学などでは年金など教えてもらう時間がないので、こういう時間が高校にあって良かっ

た。

• 授業の内容では教えてくれない内容を学べて良かったです。（他１件）

• 年金についてほとんど知識がなかったので、このセミナーを受けられてよかった。

• ネットで散見する情報よりも信頼がおけて、なおかつわかりやすかったです。正しい情報

を身に着けて自分のためになる行動をしたいと感じました。

• こういったセミナーを設ける事によって若者の考え方が変わっていくのだと思った。

• 年金はみんなよく分かっていないから損するということをいう人がでてくるんだと思いまし

た。だから今回年金についてちょっとでも知れてよかった。

● 年金について知ることができた・勉強になった・理解することができた （128件）

• 年金についてほぼ知らなかったけど、理解することができて、とても役に立ちました。

• 今まであまり気にしていなかったけれど、今回のセミナーを受けて理解を深めることがで

きて良かったです。

• 公的年金制度とは何かという基本の箇所を改めて理解できたので良かった。

• 年金について、よく知ることが出来た。なぜ年金があるのか、その必要性について知るこ

とが出来た。

• 年金について知りたいと思っても自分で調べるにはハードルが高かったので今回お話を

聞くことができてとても良かった。

• 今まで年金制度についてよくわからないまま過ごしてきたので今回のセミナーで理解を深

めるいい機会になった。

• セミナーを受ける前は、「年金」という言葉はどういうものなのか全然分からなかったけ

ど、今日の動画を見たら、年金のことについて詳しく分かることが出来たりしたので良かっ

たです。

• 今まであまり「年金」について詳しく知ることがなく、疑問が沢山ありましたが、今回の動

画を通して、世代と世代の支え合いであることを理解できました。

• セミナーの前は、年金についてよく分からず、理解出来ていなかったが、動画や資料

QuizKnockを見て、だいたいはどのような使い方をされているのか分かった。

• ネットでは、年金制度について悪い意見も見かけたので、今回で仕組みを知ることがで

き、今後の役に立つと思いました。

● 年金へのイメージが良くなった・変わった・興味を持った （15件）

• 年金はもっと固苦しいものだと思っていたけれど自分の将来にとって大事なものだというこ

とを詳しい説明で納得できた。年金へのイメージが良いものに少し変わった。（他１件）

• あまり良いイメージがなく、あまり聞いたことがなかった年金について色々なことを聞けて参

考になった。ありがとうございました。

• 年金のイメージも変わったし、なぜ年金を支払わないといけないかを知ることが出来てよ

かったです。

• 年金の印象が前より良いものになった。20歳になったらしっかり加入について考えようと

思った。

• 年金は自分たちの世代ではもらえなくなるなど、あまり良いイメージがなかったが、自分た

ちのためになる制度もあり、ためになりました。

• 自分が知っていた年金は老齢年金だけど、それ以外の年金や制度を今回のセミナーで

知って、年金がどういうものか考えが変わった。

• 学校で習うのとはまた違った印象でした。

• 年金の手続きが面倒くさそうだと思った。でも、年金に対してプラスのイメージが多くなった。

• 年金に対して漠然とした不安があったが、少し解消された。

• 年金をちゃんともらえるか不安だったけど、10年以上納めればもらえると知り、安心しまし

た。

• 少子高齢化によって、若い人が少なくなって、年金を支えられなくなることを聞いたことが

あって少し心配だったけど、少子高齢化の対策等もしっかり考えていると分かって安心しま

した。

• 将来年金はもらえないものと思っていたが、しっかりとした制度があり、もらえることがわか

り安心した。
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● 年金制度について

• 年金は世代同士の支え合いで成り立っていることが分かりました。老後、ちゃんと

年金をもらえるように、今、しっかり税金を払いたいです。 （他1件）

• 年金は、老後の支えだけでなく、今の私達の支えでもあることが分かった。

• 国民年金は将来の自分に必ず役に立つものだと思いました。（他2件）

• 年金を納めるのと納めないのとでは明確な差があるのが分かった。

• 払わないと、もらえないことが分かった。

• 私自身年金のことを全然知らないまま、国民年金に加入していたので、今回の講

義は非常にありがたかったです。

• 年金をよくわからないながらも支払っていたが、今回の講義を聞いて支払う意義

や年金制度がどのようなものか理解することができた。

• 年金の大事さ、必要さを知った。（他17件）

• 年金が老後生活に必要不可欠になることが分かった。（他3件）

• 老後のためにも公的年金制度はとても必要だと思いました。

• 少子高齢化で若者の負担が大きいと聞いていたのですが、必要な制度だなと思

いました。

• 年金はいろいろ言われることがあるが、やはり生活するうえで必要になってくるの

で、とても良いものであると感じた。

• 年金をもらわない人からすると必要がないように感じるかもしれない。けれど、65

歳になったとき、とてもありがたく感じると思う。

• 公的年金制度の必要性（特に障害者）を明確に理解できた。国民年金を納める世

代が減り続ける日本で、現在年金を受給している高齢者のように十分な年金を将

来働き手世代が受け取れる保証はないと感じた。世代間格差などデメリットも年金

機構の方からお伺いしたかったです。

• 保険料が50%、国の税金が50％で年金が出来ていることを知って良かった。（他2

件）

• 税金も使われていることは知らなかった。 （他1件）

• 年金は支払っておかないと、老後の生活は不安になる。年金の半分は税金ってこ

とも知り、驚いた。

• 普段、特に何も考えずに払っている税金が年金に使われていることに驚きました。

自分達が払っているお金、これから払わなければいけない年金が何に利用されて

いるか分かったので良かったです。

• 年金は、どこからでているのか知らなかったけど、今回の動画を見て、結局はみん

なのためでもあるが、自分の将来のために支払うのだなと、初めて知ることが出

来ました。

• 年金というものは、どこからお金を集めているか分からなかったので、知れて良

かった。20歳から年金を払い始めるので、分からないまま支払い続けるのは良く

ないと思った。

• 年金には色々種類があることが分かった。（他11件）

• 高齢の方しかもらえないのかなと思っていたら、事故などで障がいを受けた時にも

受け取れることを知り、とても大事だなと思いました。（他2件）

• セミナーを受けて、前までは年金は高齢者にだけしか関係しないと思っていたが、

若い世代にもとても深く関わっている大切なものだと知って驚いた。

• 年金は高齢者のイメージが強かったが、老齢年金以外にも障害年金、遺族年金

があることを知れて良かった。年金について考える良いきっかけになった。（他7

件）

• お年寄りのためだけでなく、どんな人にも大切な制度だと思いました。ありがとうご

ざいました。

• 老齢年金だけでなく、障害年金、遺族年金があることや税金がどのくらいの割合を

占めているのかなどを、分かりやすく知れたので良かったです。

• 自分は老後のことだからとあまり深く考えていなかったが、思ったより身近だった

（他2件）

• 2年後のことと長期で考えるのではなく、すぐ払う年齢になることを自覚出来た。

• 先のことだと思っていたけど、意外と先のことでないと思った。（他4件）

• 年金は私達の世代には関係のないことだと思っていたが、少し興味を持った。（他

3件）

• 中々実感のもちにくい類の話ではあるが、自分事としてこれから意識していきた

い。

• 20歳になったら国民年金をしっかり納め、国民の義務を果たしたいと思った。（他2

件）

• 年金は「老齢年金」と呼ばれるものしかなく、働いている人や若い世代には関係の

ないものだと思っていたけど、万が一、障害が残ってしまった時などに関係あると

いうことが分かりました。
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• 今まで年金について深く考えたことはなかったけれど、もう少しで20歳になるので

考えていかなければならないと思った。

• 自分たちも将来的に払わないといけないので、しっかり計画を立て、これからの社

会を支えていく意識を持っていきたいと思います。

• 今回のセミナーを受けて、これからは年金について今までよりもしっかり考えようと

思いました。（他2件）

• 年金は、思っていた以上に奥が深かったのでこれから意識していきたいです。

• やっぱり未来のことはよく分からないので、しっかり学んで、将来のことを考えてい

きた

• 年金に対しての意識や詳しく説明を受けて、将来において大切なことだと改めて

思いました。（他１件）

• 自分は高校を卒業したら就職して給料をもらうので、保険料を納めることになるの

で、自分が世代と世代の支え合いしているということを自覚できたらいいと思いま

す。

• ちょうど親と年金の話をしたタイミングだったので、今日もらった資料を含め、更に

知識を身につけることができた。しかし、数十年後には制度が変わっているかもし

れないので、常に新しい知識を更新していきたい。

• 自分は、年金について全く関心がなかったけど、動画を見て年金について少し関

心が湧きました。いただいた資料を、家族と一緒に見ようと思います。

• 年金はとても複雑だなと思いました。もっと詳しく知りたいなと思いました。

• 月に1万4千円ほどを支払うのはやはり高いと思ったけど払わないとダメだし、老後

の自分を考えるとちゃんとは払おうと思った。

• 年金を将来もらえるように、しっかり年金を支払っていきたいなと思いました。（他9

件）

• 年金は20歳から支払わなければいけないことは知っていたが、なぜ支払わないと

いけないか、理由まではあまり知らなかった。しかし、今回のセミナーで支払う理

由、支払ったときのメリットが分かったので、3年後からしっかり支払いたいです。

• 国民の義務ということが分かったので、20歳になったらしっかり払いたいと思った。

（他6件）

• 年金を払うようになるのは遠い未来の話ではなかったから、20歳になったらしっか

り払って損をしないようにしたいと思った。今回の動画で国民年金を払う仕組みや

メリットを知ることが出来て良かったし、将来に繋がるし、視聴出来て良かったと思

いました。

• 国民年金の保険料を納めることは義務であることを知り、自覚をもって自分で手続

きや納付をしなければならないと気づくことができました。あまり年金について知る

機会はなかったので貴重な時間でした。

• 国民年金の大切さを理解することができた。自分の払っている税金や保険料が支

援が必要な人に届くように、頑張って働きたいと思った。保険料の納付を忘れない

ようにしたい。

● 学生納付特例制度等について

• 年金の猶予や免除があるのは知らなかった。

• 学生で20歳以上になった際、年金の納付をどうすればいいか疑問に思っていたの

で、猶予制度があることを知れてよかったです。また、老齢年金以外の年金があ

ることをあまり知らなかったので勉強になりました。 （他１件）

• 学生納付特例があるのを知らなかったので今日受けてよかったです。（他4件）

• 学生の間でも猶予制度があり、安心して利用できると分かりました。（他5件）

• 私は進学なので、ガクトク制度があることがとても助けになるな～と感じました。

（他1件）

• 学生納付特例制度で猶予されている期間でも、障害年金や遺族年金は受けとる

ことができるというのは知らなかったため、知ることができて良かった。

• 高校の現代社会の授業で「20歳になったら年金支払いを待ってもらう制度がある」

と聞いたことがあったけど申請方法を詳しく知らなかったので今回知れてよかった

です。とても分かりやすい説明で良い学びの機会になりました。

• 20歳になり年金を納付しなければならないが、現在は学生納付特例を利用してい

る。制度を利用するメリットを知れてよかった。

• 学生でも20歳からは加入しなければいけないと初めて知った。学生納付特例制

度を手続きすることは大事だなと思いました。

• 年金を払えない時も、助けとなる制度があることなどを知り、これからの自分に

とって大事な情報だと思いました。
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● 不安や疑問点について

• 将来、自分たちの年金がどうなるのかと、少し不安が残った。

• 私達世代が年金を受け取る頃には、年金はほとんどもらえないと聞くが、実際どう

なのか、支払った金額に見合った年金がもらえるか不安である。

• 少子高齢化が進む中の年金は少し不安である。

• これからの時代、若者の負担額が多くなるのでないか、不安だと感じました。

• 年金が思ったより身近な話で、少し不安になりました。

• 年金だけでは老後の生活は少し厳しい感じがした。

• 年金にもいろいろな制度があるのだなと思いました。難しかったです。自分で手続

きが出来るか不安です。

• 年金は、今の段階ではとても必要な制度だと思う。しかし、若者が減る中で受け取

れるか、不安なこともある。

• 年金にたよるだけでなく、自分の貯金でまかなえるように若いときからお金をため

ておこうと思った。（他1件）

• 老後に年金がちゃんともらえるのかまだ不安はあるので、もっと詳しく知って安心

したいです。

• 保険料を払っている人に対する受け取っている人の割合を知りたい。免除した分

は後から払わないといけないのかどうかを知りたい。

• 年金納付にPayPayは使えますか？

• 私の兄が知的障害で今年20歳になったが、働いていないので、そういう働きたくて

も働けない人たちはどうやって納めているのかなと気になりました。

• 老後に認知症になった場合、障害年金はもらえるのでしょうか？

• なぜ学生でも年金を納めなければいけないのか、本当にすべての20歳以上が納

めているのか気になった。

• 年金も投資を続けて利回りを確保してきたとありました。最近個人でも投資をとい

う流れが出てきています。国はNISAを推し進めています。この先年金と個人投資

どちらに重きを置くのか気になってます。

【資料や講師の説明、セミナー全般について】

 面白かった・楽しかった（8件）

 講師の説明が分かりやすく、スライドのコピーもあり、クイズもあったので、堅苦し

いイメージの年金について楽しく学べました。

 説明・動画・資料がわかりやすかった（69件）

 年金についての知識があまりなかったため、例や絵等で解説されており、分かり

やすかった。

 話をするときにこちらに寄り添って頂いているような気がして安心して話を聞くこと

ができた。

 資料がスクリーンの表示と違い、何の説明か分かりにくかった。早口で、資料探す

等、しっかり聞くことが難しかった。

 スライドと配布資料のページが違い、追うのが大変だった。

 桃太郎の例えが分かりにくかったです。

 もう少し面白みのある動画にしてほしい。ところどころ分かりにくいところがあった

ので、少しくだいて説明してほしい。

 話しが長かった。（他1件）

 難しく感じた。（他9件）

 必要であり加入すべき理由もわかったが義務なのか任意なのか？払わなかった

場合の差押えはどの額を満たすまでやるのかその説明が圧倒的に不足している

と感じた。

 免除なのか猶予なのか説明が行ったり来たりしてわかりづらかった。前半より実

用的な部分を詳しく説明してほしい。年金が義務なら有無言わさず給与から引け

ばいいと思う。手間が増えるし払い忘れた場合とんでもなく損の罠みたい。
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年金セミナー　アンケート集計結果

※中学校抜粋版

対象者：中学3年生　104名

1



○セミナー前

17件 
32件 
6件 
1件 

45件 

１．年金のイメージ

　 まあ良い

選択肢

   無回答

回答

　５．その他 4件 

　 どちらとも言えない
　 あまり良くない
   悪い

1件 

　２．自分に年金の必要性を
　　感じなかったから
　３．将来、自分が年金を
　　もらえると思えなかったから

2件 

4件 

○セミナー後

3件 　 とても良い

2件 

   無回答

3件 

　４．年金セミナーの内容に
　　関心を得られなかったから

19.2% から、セミナー後は 40.4% になりました。

選択肢
　 とても良い

回答
9件 

　 まあ良い
　 どちらとも言えない
　 あまり良くない
   悪い 0件 

47件 

選択肢
　1．年金制度は複雑で難しい
　　と感じたから

回答

33件 
13件 

『まあ良い』以上の評価は、セミナー前の

※セミナー後も「３．どちらとも言えない」「４．あまり良くない」「５．悪い」を選択された方

8.7%

2.9%

31.7%

16.3%

12.5%

30.8%

1.9%

5.8%

0.0%

1.0%

45.2%

43.3%

とても良い まあ良い どちらとも言えない あまり良くない 悪い 無回答

セミナー前

セミナー後

28.6%

7.1%

28.6%

14.3%

21.4%

５．その他

４．年金セミナーの内容に関心を得られなかったから

３．将来、自分が年金をもらえると思えなかったから

２．自分に年金の必要性を感じなかったから

1．年金制度は複雑で難しいと感じたから

2



36件 

30件 

64件 

選択肢

普通

○説明時間の長さ

回答

13件 

24件 ちょうど良い

とても分かりやすい

分かりやすい

長い

短い

無回答

3件 

3件 

分かりにくい

○資料の内容

回答

25件 

43件 

29件 

1件 

回答

29件 

無回答

分かりにくい

2件 

2件 

無回答

4件 

○講師（動画）の説明

とても分かりやすい

分かりやすい

普通

少し分かりにくい

選択肢

少し分かりにくい 4件 

２．講義について

選択肢

12.5% 23.1%

2.9%

61.5%

長い ちょうど良い 短い 無回答

24%

41%

28%

4%
1% 2%

とても分かりやすい

分かりやすい

普通

すこし分かりにくい

分かりにくい

無回答

28%

34%

29%

4%
2% 3% とても分かりやすい

分かりやすい

普通

すこし分かりにくい

分かりにくい

無回答
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「あり」の場合（複数回答）

その他の主な内容

保険料負担と給付

0件 

0件 

その他

無回答

4件 

6件 

遺族年金

特になし 83件 

公的年金は破綻しない

保険料の免除制度

3件 

2件 

7件 

4件 

14件 

無回答

回答

5件 

4件 

4件 

選択肢 回答

２階建て構造

老齢年金

○詳しく説明してほしい内容の有無

あり

選択肢

世代と世代の支えあい

障害年金

80%

13%

7%

特になし

あり

無回答

0.0%

0.0%

18.8%

12.5%

6.3%

9.4%

12.5%

12.5%

12.5%

15.6%

無回答

９．その他

８．免除制度

７．破たんしない

６．負担と給付

５．遺族

４．障害

３．老齢

２．２階建て構造

１．世代と世代の支えあい
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○世代と世代の支え合い

理解できた 89件 

理解できなかった 5件 

無回答 10件 

回答 選択肢 回答

３．年金制度の理解度

回答

○保険料の納付は国民の義務○２０歳になったら国民年金に加入

89件 理解できた

○３種類の給付制度

10件 

88件 

6件 

回答選択肢

理解できた

理解できなかった

無回答

選択肢

88件 

選択肢

理解できた

6件 

無回答 10件 

理解できなかった 理解できなかった 5件 

無回答 10件 

84%

6% 10% 理解できた

理解できなかった

無回答

85%

5%
10% 理解できた

理解できなかった

無回答

84%

6% 10% 理解できた

理解できなかった

無回答

85%

5%
10% 理解できた

理解できなかった

無回答
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「必要」の場合（複数回答）

　その他の主な内容

「必要でない」の場合（複数回答）

　その他の主な内容

その他 0件 

国の制度なので安心 12件 

その他 0件 

選択肢 回答

貯金で十分 4件 

子供に面倒みてもらう 0件 

老後生活を支える 70件 

万が一のため 58件 

世代と世代の支え合い 21件 

国民の義務 10件 

民間の生命保険 2件 

老後も働く 1件 

選択肢 回答

４．年金制度の必要性

○年金制度は必要か

選択肢 回答

必要である 84件 

必要ない 9件 

無回答

将来の年金が不安 5件 

11件 
81%

9%

10%

必要である

必要でない

無回答

0.0%

7.0%

5.8%

12.3%

33.9%

40.9%

６．その他

５．国の制度なので安心

４．国民の義務

３．世代と世代の支え合い

２．万が一のため

１．老後生活を支える

0.0%

16.7%

8.3%

41.7%

0.0%

33.3%

６．その他

５．民間の生命保険

４．老後も働く

３．将来の年金が不安

２．子供に面倒みても…

１．貯金で十分
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